
市政�、この一年�市政�、この一年�

�寒の土用丑の日「うなぎキャラクターデザイン（７月

決定）」「うなぎ音頭の歌詞」募集

�おかや東急百貨店撤退発表

�市政懇談会を開催（全５回）

�第１回岡谷市議会定例会…14年度予算審議等

�おかや東急百貨店対策委員会を設置

�テクノプラザおかや竣工

�長野県治水・利水ダム等検討委員会砥川部会報告

�市制施行66周年記念式典

�第３次岡谷市行政改革大綱スタート

�岡谷市役所岡谷駅前出張所業務開始（写真）

�岡谷市が「東海地震」の『地震防災対策強化地域』に

指定される

�市立岡谷病院に「リウマチ科」「アレルギー科」を開

設

�第２回岡谷市議会定例会…丸山橋架け替え工事等を施

行協定する議案の審議等

�インドネシア商工業大臣等が来岡

�中央町再開発ビル等利用に係る各種団体懇談会開催

�テクノプラザおかやオープン（写真）

�市政懇談会開催（21地区）（６月～８月）（写真）

�中央町再開発ビルリニューアルオープン

�田中知事ダム中止を表明

�第３回岡谷市議会定例会…庁舎１階窓口改善およびレ

イアウト変更事業等の経費を平成14年度に繰り越した

ことについて報告を受ける等

6 月

5 月

4 月

3 月

2 月

1 月

2

平
成
14
年
の
岡
谷
市
は
、
イ
ル
フ

プ
ラ
ザ
や
諏
訪
湖
ハ
イ
ツ
の
取
得
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
基
本
設
計
が
ま
と
ま

り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
で
は
「
産
業
振
興
施
策
」

「
人
口
増
対
策
」「
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
」
な
ど
７
項
目
を
重
点
施
策
に

予
算
編
成
を
行
い
、
事
業
を
推
進
し

ま
し
た
。
今
後
も
、
市
民
総
参
加
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
み
な
さ

ん
の
ご
意
見
・
ご
提
言
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

土
・
日
で
も
住
民
票
の
写
し

な
ど
を
請
求
で
き
ま
す

超
精
密
加
工
技
術
の

ま
ち
の
拠
点
と
し
て

行政改革の一環として、４月１日よりララオカヤ１階

の「岡谷市役所岡谷駅前出張所」が業務を開始しました。

産学官連携による新技術・新製品の開発、熟練技術の

伝承、人材育成、また、受発注体制の強化、高度情報化

推進などを支援する、テクノプラザおかやが６月７日に

オープンしました。
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�合併問題検討委員会を設置

�シルキーバスの市内循環線、川岸橋原線が運行開始

�ベトナムのトアティエンフエ省知事等が来岡

�第４回岡谷市議会臨時会…一般会計補正予算などの審

議等

�住民基本台帳ネットワークシステムスタート

�市民憲章点字碑除幕式

�中央町再開発ビル整備の基本設計がまとまる

�第５回岡谷市議会臨時会…一般会計予算などの補正や

条例の一部改正などの審議等

�長野県知事選挙

�中道町線（田中線～湖岸線）と上浜通（田中町交番～

上浜踏切）の一方通行が解除（写真）

�第６回岡谷市議会定例会…平成13年度一般会計・特別

会計・企業会計の決算の認定等

�諏訪地域６市町村任意合併協議会設立総会が開催

�旧林家住宅が国の重要文化財に指定

�地域インターネット稼動式

�諏訪湖ハイツ整備の基本設計がまとまる

�中央町再開発ビルの愛称がイルフプラザに決定

�長地山の手土地区画整理事業が完成（写真）

�海外姉妹都市のマウント・プレザント市よりサギノ

ー・チップワ・インディアン・トライブの代表者２名

が来岡

�都市計画道路今井線が築造、一部供用開始

�第７回岡谷市議会臨時会…イルフプラザ取得などの審

議等

�新聞配達店協力による「独り暮らし高齢者等見守りサ

ービス」開始

�第８回岡谷市議会定例会…開催中

12 月

11 月

10 月

9 月

8 月

7 月

６月～８月まで市内21区を会場に市政懇談会を開催

しました。市民のみなさんから多くの意見、提言が寄せ

られました。市政への参考にさせていただきます。

９月に市道中道町線の田中線～湖岸線までと、上浜通

線の田中町交番～踏切までの一方通行が解除されました。

平成２年度から始まった長地山の手土地区画整理事業

が11月に完成しました。この地域を交通の重要拠点と

して良好な市街地形成のため、国・県の指導のもと支援

してきました。

岡
谷
市
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の

提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た

市
道
２
路
線
が一

方
通
行
解
除

岡
谷
の
新
し
い玄

関
口
と
し
て
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１
　
合
併
の
方
式
…
新
設
合
併
と
す
る

２
　
合
併
の
時
期
…
平
成
17
年
３
月
31
日

を
目
途
と
す
る

３
　
新
市
の
名
称

４
　
新
市
の
事
務
所
の
位
置

５
　
財
産
の
取
扱
い

６
市
町
村
が
保
有
す
る
財
産
の
新
市
へ

の
引
継
ぎ
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

６
　
議
会
の
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の

取
扱
い

新
設
合
併
の
場
合
は
、
６
市
町
村
の
全

議
員
が
身
分
を
失
う
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
合
併
後
一
定
期
間
に
限
り
、
議
員
定

数
あ
る
い
は
任
期
に
関
す
る
特
例
措
置
が

定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
取
扱
い
に

つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

７
　
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
及
び

任
期
の
取
扱
い

新
設
合
併
の
場
合
は
、
６
市
町
村
の
全

委
員
が
身
分
を
失
う
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
合
併
後
一
定
期
間
に
限
り
、
委
員
定

数
あ
る
い
は
任
期
に
関
す
る
特
例
措
置
が

定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
取
扱
い
に

そ
の
他
の
協
議
事
項

基
本
的
な
協
議
事
項

つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

８
　
地
方
税
の
取
扱
い

課
税
し
て
い
る
税
目
や
税
率
、
減
免
基

準
が
６
市
町
村
間
で
異
な
る
も
の
に
つ
い

て
、
５
年
間
は
不
均
一
課
税
が
認
め
ら
れ

て
い
る
た
め
、「
公
平
負
担
」
の
原
則
に

立
ち
、
可
能
な
限
り
低
い
水
準
に
合
わ
せ
、

住
民
の
み
な
さ
ん
に
不
満
感
を
与
え
な
い

よ
う
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、
そ
の
取
扱
い

に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

９
　
一
般
職
の
職
員
の
身
分
の
取
扱
い

合
併
に
よ
り
６
市
町
村
の
法
人
格
が
無

く
な
る
た
め
、
一
般
職
の
職
員
は
身
分
を

失
う
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
新

市
の
職
員
と
し
て
身
分
を
保
有
す
る
よ
う

定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
取
扱
い
に

つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

10

特
別
職
の
身
分
の
取
扱
い

新
設
合
併
の
場
合
は
、
特
別
職
は
全
員

身
分
を
失
う
こ
と
と
な
る
た
め
、
そ
の
取

扱
い
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

11

地
域
審
議
会
の
取
扱
い

合
併
後
に
お
い
て
、
旧
市
町
村
を
単
位

と
す
る
審
議
機
関
と
し
て
地
域
審
議
会
を

期
間
を
定
め
て
設
置
で
き
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
た
め
、
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
協

議
し
ま
す
。

12

条
例
、
例
規
等
の
取
扱
い

新
設
合
併
の
場
合
は
、
６
市
町
村
の
条

例
や
規
則
等
は
す
べ
て
効
力
を
失
い
、
新

市
の
条
例
、
規
則
等
が
施
行
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
た
め
、
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
協

議
し
ま
す
。

13

事
務
組
織
及
び
機
構
の
取
扱
い

新
設
合
併
の
場
合
は
、
条
例
や
規
則
等

に
基
づ
い
て
、
組
織
や
機
構
を
新
た
に
設

置
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
そ
の
取
扱
い

に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

14

一
部
事
務
組
合
等
の
取
扱
い

合
併
に
よ
り
６
市
町
村
の
法
人
格
が
無

く
な
る
た
め
、
広
域
連
合
や
一
部
事
務
組

合
に
つ
い
て
、
関
係
自
治
体
と
協
議
の
う

え
、
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

ま
た
、
他
の
地
方
公
共
団
体
に
事
務
の
委

託
等
を
行
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。
ま

た
、
公
社
、
第
三
セ
ク
タ
ー
等
に
つ
い
て

一
本
化
や
新
市
へ
の
引
継
ぎ
に
つ
い
て
協

議
し
ま
す
。

15

使
用
料
、
手
数
料
等
の
取
扱
い

同
一
目
的
の
施
設
や
事
務
事
業
に
つ
い

て
、
６
市
町
村
間
で
使
用
料
や
手
数
料
等

が
異
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、「
公
平
負

担
」
の
原
則
に
立
ち
、
可
能
な
限
り
低
い

水
準
に
合
わ
せ
、
住
民
に
不
満
感
を
与
え

な
い
よ
う
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、
そ
の
取

扱
い
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

16

公
共
的
団
体
等
の
取
扱
い

公
共
的
団
体
等
の
一
本
化
へ
の
働
き
か

け
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

17

補
助
金
、
交
付
金
等
の
取
扱
い

個
人
や
各
種
団
体
に
交
付
し
て
い
る
補

助
金
や
交
付
金
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

18

町
名
、
字
名
の
取
扱
い

町
や
字
の
区
域
の
設
定
や
廃
止
、
名
称

の
変
更
な
ど
に
つ
い
て
、
地
域
の
歴
史
や

住
民
の
愛
着
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
そ
の

取
扱
い
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

19

慣
行
の
取
扱
い（
市
町
村
章
な
ど
）

６
市
町
村
の
各
種
の
慣
行
に
つ
い
て
、

地
域
の
伝
統
文
化
と
の
結
び
つ
き
等
に
配

慮
し
な
が
ら
、
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
協

議
し
ま
す
。

20

消
防
団
の
取
扱
い

組
織
や
団
員
の
身
分
が
異
な
る
も
の
、

活
動
区
域
の
再
編
が
必
要
な
も
の
に
つ
い

て
、
そ
の
取
扱
い
を
協
議
し
ま
す
。

21

行
政
区
の
取
扱
い

住
民
の
み
な
さ
ん
と
行
政
を
結
ぶ
各
種

連
絡
制
度
等
に
つ
い
て
、
そ
の
取
扱
い
を

協
議
し
ま
す
。

22

各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い

６
市
町
村
で
実
施
し
て
い
る
各
種
事
務

事
業
の
う
ち
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
に
差
異
が

あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
サ
ー
ビ

ス
を
低
下
さ
せ
な
い
こ
と
を
原
則
と
し

て
、
可
能
な
限
り
高
い
水
準
と
な
る
よ
う
、

そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

23

新
市
建
設
計
画
案

新
市
の
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
た
め
、
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
方
針
、
主
要
事
業
、
財
政
計
画
等

を
盛
り
込
ん
だ
新
市
建
設
計
画
案
の
策
定

に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

●
第
３
回
任
意
合
併
協
議
会

日
時

12
月
26
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜

場
所

岡
谷
市
役
所
９
階
大
会
議
室

※
各
市
町
村
を
巡
回
し
ま
す
。
ど
な
た
で

も
傍
聴
で
き
ま
す
。

4

シリーズ合併⑩

第
２
回
任
意
合
併
協
議
会
が

第
２
回
任
意
合
併
協
議
会
が�

　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た�
第
２
回
任
意
合
併
協
議
会
が�

　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た�

11
月
28
日
に
第
２
回
任
意
合
併
協
議
会
が
諏
訪
市
役
所
で
開
催
さ
れ
、
今
後
の
任

意
合
併
協
議
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
協
議
予
定
項
目
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
、
合
併
の
方
式
と
合
併
の
時
期
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。



エ
ッ
セ
イ
ス
ト
で
高
齢
問
題
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
佐さ

橋は
し

慶け
い

女じ
ょ

さ
ん
を
お
迎
え

し
、「
自
立
・
自
助
で
男
も
女
も
自
分

ら
し
く
生
き
活
き
と
」
と
題
し
て
ご
講

演
い
た
だ
き
、
３
つ
の
自
立
（
経
済

的
・
精
神
的
・
生
活
的
）
や
、
60
歳
を

過
ぎ
た
ら
３
Ｓ
（
シ
ン
プ
ル
で
ス
リ
ム

に
セ
ン
ス
良
い
）
の
生
き
方
の
必
要
性

を
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て

教
え
て
い
た
だ
き
、
そ
の
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
語
り
口
に
時
間
の
経
つ
の
も
忘

れ
た
１
時
間
半
で
し
た
。

長
野
県
社
会
福
祉
専
門
講
師
の
今い

ま

井い

朗あ
き

子こ

さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、

市
内
に
お
住
ま
い
の
３
人
の
方
々

（
手て

代し
ろ

木ぎ

と
し
子こ

さ
ん
、
花は

な

岡お
か

次つ
ぎ

男お

さ

ん
、
東と
う

方ぼ
う

信し
ん

司じ

さ
ん
）
か
ら
、
女
性
と
し

て
の
経
済
的
自
立
、
男
性
の
立
場
か
ら

は
生
活
的
自
立
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の

体
験
か
ら
の
お
話
や
、
こ
れ
か
ら
の
生

き
方
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
会
場
か
ら
は
、
感
心
し
た
り

納
得
し
た
り
、
身
近
な
方
か
ら
の
お
話

に
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
佐
橋
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
会
場
の
み
な
さ
ん
と
和
や
か

に
過
ご
し
た
秋
の
一
日
で
し
た
。
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第
１
部
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〈岡谷市男女共同参画推進市民会議より〉

～６月に公募24名の会員で市民会議が始まりました～
あなたも参加しませんか？

平成11年６月には国の「男女共同参画社会基本法」が施行され、長野県では、「長野県男女

共同参画社会づくり条例」が今月制定される予定です。

その中にあって、性別にかかわりなく個性や能力を発揮し、みんながいきいきとした生活ができる“岡谷”を

めざして24名（女性21名、男性３名）の公募会員により男女共同参画推進市民会議を設立し、活動を始めました。

会では、「21世紀はみんなが主役」のビデオを見た後意見交換や、平成12年に策定された「第２次岡谷市女性

プラン」について勉強会を行うとともに、11月には会員を講師に「女性問題から男女共同参画へ」、と題したお

話を聞き女性にかかわる法律や歴史を知ることができました。

まだ始まったばかりですが、身の回りからの課題の検討

や、勉強を重ね岡谷市の男女共同参画が一歩一歩着実に前

進するよう会員一同真剣に取り組んでおります。みなさん

の参加をお待ちしております。

みなさんの参加をお待ちします

公募会員による活動

【問合せ　市生涯学習課　男女共同参画担当　�２３－４８１１（内線１４５９）】

男女共同参画社会の�
　　　　　実現をめざして�
男女共同参画社会の�
　　　　　実現をめざして�


